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NECが目指す社会価値創造

将来社会で起こる課題に対して、ICTの力で解決に貢献

スマート
ウォーター
マネジメント

農業ICTスマート
エネルギー

パブリック
セーフティ

業務効率化
ソリューション

インフラ
劣化診断

35億人→ 63億人

都市人口の増加

1.8倍

2050年の地球

1.7倍

食料需要

1.6倍

水需要

1.8倍

エネルギー需要

労働力の減少 市民の安全インフラ維持

2050年の日本

人口の減少

0.7倍1億2000万人→ 8000万人
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Sustainable Earth

地球との共生
Safer Cities & Public Services

安全・安心な
都市・行政基盤

Lifeline Infrastructure

安全・高効率な
ライフライン

Communication

豊かな社会を支える
情報通信

Industry Eco-System

産業とICTの新結合

Work Style

枠を超えた多様な働き方

Quality of Life

個々人が躍動する
豊かで公平な社会

7つの
社会価値創造

テーマ
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社会ソリューションを実現するデジタルツイン

実世界

サイバー世界 – 実世界をリアルタイムに再現

分析 対処見える化

予測・推論 計画・最適化認識・理解

ヒト モノ・コト

セ
ン
シ
ン
グ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

物理世界の出来事をデジタル上でリアルタイムに再現する「デジタルツイン」を
実世界に適用、社会全体をシミュレートして最適化
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ICTで実現するスマートエネルギー

実世界

サイバー世界 – 実世界をリアルタイムに再現

分析 対処見える化

セ
ン
シ
ン
グ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

AMI 発電施設 PV EVインフラ 蓄電池 需要家

多様で不確実な
実世界を見える化

複雑な事象から
隠れた性質を解釈
可能な形で抽出

複雑なシステムを
リアルタイムに制御

エネルギーの効率的運用 インフラの安全・安定稼働
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ICTによるエネルギーイノベーションの方向性

エネルギー
の流れ

一方向

双方向

データも
活用

供給側 需要側

エネルギー

供給側 需要側/供給側

エネルギー

ICT ICT

ICT

エネルギードメイン 産業
ドメイン

生活
ドメインデータ

データ

ICT

制
御
対
象
の
拡
大
に
よ
る
価
値
向
上

ICTの役割

個別最適化

電力インフラ
全体管理

ドメイン間
連携

エネルギーデータ
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バーチャル・パワー・プラント（VPP）

電力グリッド上に散在する再生可能エネルギー等発電設備や蓄電池等のエネルギー
設備、ディマンドリスポンス等需要家側の取組を統合的に制御し、あたかも⼀つの

発電所（仮想発電所）のように機能させること

工場・蓄電設備

工場・ＤＲ

自家発による下げＤＲ

システム制御

アグリゲーター等

家庭・蓄電装置

太陽光発電と蓄電池

法人・エネマネ

蓄電池含むエネマネ

小売電気事業者

小売電気事業者等

電力卸売市場

送配電事業者

系統運用事業者等
電力系
統網

仮想発電所

出力容量
継続時間
応動時間

大型蓄電池の充放電
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VPP構築実証事業（共同申請）

分散エネルギーリソースの統合制御を行うVPPの構築を通じて電気事業の
各プレーヤーの要求を最適に調整するリソースアグリゲーターを実現する

資源エネルギー庁VPP構築実証事業

 各事業者の分担（各社分担）  事業全体図
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集中制御から分散協調も加わる世界へ

需給調整責任を電力流通に関わるステークホルダーでシェアする考え

送配電
事業者

集中制御

小売
事業者

電力
取引
市場

アグリ
ゲータ

アグリ
ゲータ

小売
事業者

分散協調

•需要家サイドも参加
•集中制御サイドと協調
•双方向通信で状態把握
•需給調整に各々が責任有

期待効果

・需給調整手段の追加獲得
・調整コスト抑制
・火力発電依存脱却
・エネマネ意識の向上



12 © NEC Corporation 2017

対処

エネルギーイノベーションを支えるNECのICT技術

分析

異種混合学習技術

複雑な事象から隠れた法則を
発見し、高精度に電力需要を予測

高精度 高解釈性

階層協調制御技術

大規模台数の蓄電池に対し
全体最適化制御を可能に

リアルタイム 安定

見える化

ローカル制御
(秒周期)

クラウド制御
(数10分周期)

リアルタイム 高効率

リアルタイム可視化

Space-Time Insight社と連携し
可視化SLを日本・APACで展開

設備負荷 蓄電池劣化 電力需要
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Safety LogisticsRetailIndustry Mobility InfrastructureEnergy

社会システム全体で価値を生み出すための基盤

サービスクリエーション

サービスプラットフォーム

人 モノ

環境

AI 認証 課金 セキュリティ

ICTプラットフォーム
コンピューティング ネットワーク

社会価値
実世界

検討課題
データ活用の促進、プライバシ保護、セキュリティ確保
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スマートシティへの展開

NECの考える「スマートシティ」

• 都市の進化と調和しながら人と都市を支え
るNECのスマートシティ

• 都市基盤となる4つのネットワーク層を連
携させ、都市の進化に対応

• 「センシング」「認証」「監視」「制御」
「クラウド基盤」の5つの技術を活用
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まとめ

 ＩＣＴの活用により、エネルギーイノベーションの対象
範囲が拡大
個別システムの最適化から電力インフラ全体の管理へ

 エネルギードメインと他のドメインが連携することで、
スマートシティ実現へ

 データ活用の促進とプライバシー保護・セキュリティ確
保の両立が課題。関連法整備やコンセンサス醸成が必要




